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＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・庭野　弘樹様～　本日夕より自己服薬管理開始となります。本人様への説明と、誤薬のないように気をつけて観察し、その都度声掛けしていきましょう。

　　　　　　　　　７/１８（月）より、鼻汁と軽度の頭痛を訴え風邪薬が処方となっていましたが、本日の朝で終了となっております。本人は「もう大丈夫」と話されており軽減されています。引き続き、風邪症状の観察を継続して行なっていきましょう。

・下口　政子様～　７/２６（火）～７/２９（金）まで３泊４日の外泊予定です。　　　　　　　　　　　　三戸地域生活支援センターの方は３泊４日の外泊の様子を見て、８月　　　　　　　　　中旬には退院の予定を立てて行きたいと話されています。外泊後の疲　　　　　　　　　労感の有無・外泊時の様子について確認をしていきましょう。　　　

・佐々木　みね様～本日の朝、「便が出にくい。摘便してほしい」との訴え聞かれトイレに篭もられています。下剤を服用されておりますので、水分補給、腹部マッサージ、適度な運動を促しています。午後には排便あったと言われております。便秘傾向である為、自力排泄できるような関わりや声掛けをしていき、その都度観察していきましょう。

・長谷川　陽一様～本日「緑の手帳が欲しい」との訴えあり、申請用紙の希望をされています。ＳＷが対応し、「家族と相談してから決めましょう」と話すと本人了承していますが、そのあと御家族の方より「手帳について、何度も電話が来るんです。どのように対応していいかわからない」と電話がきています。御家族には、今すぐでなくてもいい事と具体的に退院が決まったら進めていくという事を伝えていき、こちらでも対応をしていきましょう。

　　　　　　　　　ＳＷからスタッフへ、面会時はご家族の方にお会いしたいので連絡頂きたいとの事です。

・哘　政広様～昨日、心理検査（ロールシャッハ・テスト）を行っておりますが、一つの

事に対しての反応の数が多く検査時間が長引いています。一時中断し、本日続きを行っておりますが、病棟スタッフへ「昨日やった検査は合わない」と話しています。臨床心理士の立里さんが尋ねてみると、「そのような事は話していない。むしろ結果を知りたいので最後までやりたい。そうやって、自分が話した事を誤解される」などと話されています。検査の続きを行っていますが、昼食の時間に跨いでしまい、これ以上続ける事は、本人の負担にもなる事、時間を置いて検査の続きをしても、正確なものではなくなってしまう事を説明し、本日も中断となっています。本人より、検査に対して疑問・質問などある時はいつでも、臨床心理士の立里さんが対応致しますとの事です。

· 作業より、技術クラブＡグループ参加者名簿が決まりました。掲示はしませんので、自分が何グループがわからない患者様がいる場合にはその都度こちらで説明してください。

· 栄養管理室より、レストラン閉鎖側では各テーブルに調味料を配置していません。醤油やソースが必要な献立には、日清スタッフが調味料をかける事としています。味付けが薄く、味気ない場合はその都度日清に話し、調味料をかけてもらうのは構わないのですが、味見もせず「醤油やソースをかけてほしい」と訴える患者様がおられます。塩分計算をし献立の作成をしていますので極力、調味料を使ってほしくありません。そういった患者様がいる場合は、レストランについたスタッフで声掛けをお願い致します。

＜皮膚科＞

· 平　勝利様～全身に急性湿疹あり、本日夕からデキサメサゾン４錠×１　3日分処方と　　　　　　なっています。引き続き掻痒感の訴え、皮膚の状態観察をしていきましょ　　　　　　う。

· 大橋　照子様～両下肢の湿疹について、本人様が軟膏を変えてほしいとの訴えあり、

　　　　　　　　デルモゾールＧ軟膏　１回／１日→デルモベート　１回／１日へ変更となっています。こちらでも皮膚の状態について本人に伝えていき、掻痒感の訴えや皮膚の状態観察を徹底していきましょう。

· 蛭名　豊美様～両下肢に急性湿疹見られ、デルモゾールＧ軟膏　１回／１日　処方とな　　　　　　　っています。引き続き掻痒感の訴え、皮膚の状態観察をしていきましょ　　　　　　　う。

· 山口　喜一郎様～タベジール２錠×１　７日分処方となっていましたが、本人から薬を　　　　　　　　変えてほしいとの訴えあり、デキサメサゾン４錠×１　3日分処方と　　　　　　　　なっています。タベジールに関しては本日（7/20）の昼で飲みきり止　　　　　　　　めとなります。引き続き皮膚状態の観察や掻痒感について本人に確認　　　　　　　　していきましょう。

· 高間木　八男様～口唇の急性湿疹にアズクロ、テラコートリル軟膏が処方となっていま　　　　　　　　す。本人の訴え、口唇の状態観察をしていきましょう。タベジール２　　　　　　　　錠　２×１　7日分は皮膚の状態を引き続き診ていくため、そのまま　　　　　　　　継続処方となります。

· 奥寺　徹様～全身の急性湿疹でデキサメサゾン３錠×１　3日分処方となっていますが、　　　　　　湿疹が軽減されてきているため、デキサメサゾン２錠×１　7日分と減薬　　　　　　となっています。掻痒感の訴え、皮膚状態の観察をしていきましょう。

＜フォーカス記録について＞

・意見として⇒　・ケアプランに反映するような時、記録の書き方がわからない。

　　　　　　　　・次のページに移る時の矢印が統一されていなくてわからない。

・フォーカス記録の「指示受け」の欄に検査内容を細かく書いた方がいいのか？

· ケアプランの立て方についての勉強をしたい。

＜Ｄｒ千葉担当患者様ＮＣＰ評価＞

・本多　富美様～本日ＳＷ泉さんと面談行っております。今月の目標として体重の減量を88ｋｇとし、栄養管理指導を月の第２、第４に取り入れていく予定としています。以前、外泊時隠してお酒を持ち込んだり、帰院時に酒臭がしたりと、病識にかける部分がある為、生活リズムの確立と体重管理、生活習慣をつけられるようにスタッフ介入していきましょう。

　　　　　　　　また、自分の事は自分の口で話すようにと伝え関わっていきましょう。７/３０～７/３１、外泊予定となっておりましたが、本人青明舎のお祭りに参加したいとの事で外泊キャンセルされております。

＜安ヶ平Ｄｒの診察＞

・山口　喜一郎様～問診時、便秘ぎみとの訴えあり、センナリド２錠　１ｘⅴdｓ　７日分処方となっています。以後、定期とします。

　　　　　　　　　下剤処方となっていますが、水分補給、腹部マッサージ、適度な運動を促していきましょう。

・藤田　金弘様～　血液検査の結果で蛋白の値が低くなっております。食事の際はおかずは残さず食べて頂く様にしましょう。

・風穴　チエ様～　血液検査の結果で蛋白の値が低くなっております。食事の際はおかずは残さず食べて頂く様にしましょう。

・本日、東病棟Ａユニットから、鈴木　正長様が転入予定となっております。

